
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 17 回『新渡戸稲造の理念  

〜「アスベスト・中皮腫外来」から「がん哲学外来」へ 〜』 

 

私は、癌研から順天堂大学に赴任 (2003 年)し、2005 年 クボタショックの年、

順天堂医院で「アスベスト・中皮腫 外来」開設する機会が与えられた。 発症

者が増加し続けている「中皮腫」の発症前診断・早期発見を目的として、「中

皮腫診断キット」の開発と「アスベスト・中皮腫外来」の設置および中皮腫早

期診断システムの構築を行ってきた。 2008 年「中皮腫」患者とその家族の精神

的ケアをも考慮した「がん哲学外来」を始めることになった。 2019年 市民公

開シンポジウム「アスベスト・中皮腫外来の歩み since 2005」を開催した {主

催：アスベスト・中皮腫外来推進員会/ 共催：順天堂大学/ 後援：文京区、毎

日新聞、朝日新聞/ 助成：文部科学省学術研究助成金 挑戦的萌芽研究/ 協賛：

国立研究開発法人日本医療研究開発機構、免疫生物研究所（IBL）}（順天堂大

学に於いて）。私は、「アスベスト・中皮腫外来推進員会」委員長として、講

演『中皮腫外来の使命とがん教育』の機会が与えられた（次ページ）。 

 

中皮腫治療のアジア戦略拠点として「国際環境発がん制御研究センター」を創

り、「環境発がん」を未然に防ぐ社会の実現は 日本国の使命ともなろう。１

次スクリーニング部門、病理診断部門、臨床診断部門、新規中皮腫治療薬開

発部門の研修コースを設置し、アジア諸国からの医師や研究者らが研修でき

る体制を構築させることで、地球規模での「アスベスト・中皮腫」の診療体

系全体の発展が可能となる。 これこそ 1932年創立され、新渡戸稲造

(1862-1933) の理念に生きる「新渡戸記念中野総合病院」の歴史的出番では

なかろうか！ 

 

 

 

 

 

 

 



 


